
市　報　に い が た
に
な
り
や
す
く
、
病
気
発

生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

水
の
や
り
過
ぎ
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
鉢
物
類
の
置
き

場
所
は
、
西
日
が
当
た
ら

ず
、
風
通
し
の
良
い
木
陰

や
軒
下
な
ど
が
最
適
で
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
や
玄
関
の
ア

プ
ロ
ー
チ
な
ど
で
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
の
照
り

返
し
を
少
し
で
も
緩
和
さ

せ
る
た
め
、
鉢
を
直
接
置

か
ず
に
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

や
す
の
こ
を
敷
き
そ
の
上

に
置
く
な
ど
、
工
夫
し
て

暑
さ
を
し
の
ぎ
ま
し
ょ

う
。

（
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

例
年
で
す
と
梅
雨
も
明

け
、
暑
さ
が
一
段
と
増
す

こ
の
時
期
は
、
人
間
と
同

じ
く
、
庭
の
木
々
や
鉢
花

類
な
ど
に
と
っ
て
も
、
暑

さ
や
乾
燥
で
大
変
で
す
。

庭
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
山

野
草
、
洋
ラ
ン
、
観
葉
植

物
、
ク
ン
シ
ラ
ン
な
ど
の

鉢
物
類
は
、
強
い
日
差
し

に
よ
る
葉
焼
け
や
乾
燥
を

防
ぐ
た
め
、
遮
光
率
50
％

以
上
の
寒
冷
紗

か
ん
れ
い
し
ゃ

な
ど
を
１

�
程
度
離
し
て
上
に
張
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

新
潟
の
夏
は
高
温
多
湿

で
す
。
常
に
鉢
土
が
湿
っ

た
状
態
で
す
と
、
鉢
の
中

は
蒸
し
風
呂
状
態
と
な

り
、
地
上
部
だ
け
で
な
く
、

根
も
蒸
れ
て
根
腐
れ
状
態
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り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
９
月
23
日

に
「
オ
ル
ガ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
Ⅴ
」
を
開
催
し
ま
す
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
解
説
者
に
よ

る
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
講

座
形
式
で
行
う
演
奏
会
で
す
。

今
回
は
、
バ
ッ
ハ
没
後
２
５

０
年
を
記
念
し
て
「
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
と
し
て
の
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ

ハ
」
と
題
し
、
バ
ッ
ハ
の
魅
力

に
迫
り
ま
す
。
同
館
専
属
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
の
吉
田
恵
さ
ん
が
演

奏
を
披
露
。
ゲ
ス
ト
解
説
者
に
、

慶
応
義
塾
大
学
講
師
で
ド
イ
ツ

10
月
26
日
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
室
内
管
弦
楽
団
＆
マ
ル
タ
・

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
」
を
開
催
し
ま

す
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
室
内
管
弦
楽
団

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在
住
の
若
い

音
楽
家
た
ち
が
集
ま
っ
て
結
成

し
た
国
際
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

国
籍
を
超
え
て
集
ま
っ
た
精
鋭

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
磨
き
上

げ
た
音
楽
性
を
持
ち
寄
り
、
世

界
最
高
の
水
準
と
い
わ
れ
る
音

楽
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

指
揮
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
名
匠

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ク
リ
ヴ
ィ
ヌ

が
担
当
。
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
マ

ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
を
迎
え

ま
す
。
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
は
、
情

熱
あ
ふ
れ
る
華
麗
な
演
奏
で
、

世
界
中
の
人
々
を
魅
了
し
続
け

て
お
り
、
人
気
実
力
と
も
に
現

代
最
高
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

演
奏
曲
目
は
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ

ン
〜
23
の
独
奏
弦
楽
器
の
た
め

の
」
、
シ
ュ
ー
マ
ン
「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
　
イ
短
調
」
、
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
「
交
響
曲
第
７
番
　
イ

長
調
」
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
未
来
を
担
う

気
鋭
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ピ
ア

ノ
の
女
王
の
演
奏
を
、
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
26
日
午
後
７
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
１
４
０
０
０

円
、
Ａ
席
１
２
０
０
０
円
、
Ｂ

席
１
０
０
０
０
円
、
Ｃ
席
８
０

０
０
円
、
Ｄ
席
４
０
０
０
円

※
７
月
28
日
か
ら
り
ゅ
ー
と
ぴ

あ
お
よ
び
市
内
の
主
な
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

市
芸
術
文
化
振
興
財
団
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的

な
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
、
平
成
12
年
度
下
期
の
助
成

の
申
請
を
８
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
自
主
映
画
の
上

映
会
や
演
劇
、
展
覧
会
な
ど
幅

広
く
助
成
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の

活
動
成
果
の
発
表
、
芸
術
家
や

団
体
を
招
い
て
の
鑑
賞
会
・
講

演
会
、
作
品
展
示
会
な
ど
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

分
野
は
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、

伝
統
芸
能
、
美
術
、
文
芸
、
映

画
、
演
芸
な
ど
で
、
広
く
市
民

の
参
加
を
得
て
行
う
も
の
に
限

り
ま
す
。

詳
し
く
は
同
財
団
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金

対
象
経
費
の
２
分
の

１
を
限
度
と
し
、
最
高
20
万
円

ま
で
。
た
だ
し
、
１
回
の
申
請

で
１
団
体
１
事
業

申
し
込
み

８
月
１
日
か
ら
15

日
ま
で
に
所
定
の
申
請
書
を
、

白
山
浦
１
・
６
１
３
・
６
９
同

財
団
（
�
内
線
２
１
６
０
）
へ

夏場の鉢物類の管理

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

西海岸公園市営プール

一般利用中止のお知らせ
期日 ７月30日、８月８日（大会のため）
問い合わせ 同プール（�267-6858）へ

東総合スポ－ツセンター

一般利用中止のお知らせ
日時 ７月29日午前９時～午後７時
（大会のため。午後７時以降は利用でき
ます）
問い合わせ 同センター（�272-5150）へ

�
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
室
内
管
弦
楽
団
＆�

マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
��

音
楽
史
の
研
究
を
行
っ
て
い
る

佐
藤
望
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
チ
ケ

ッ
ト
購
入
者
を
対
象
に
、
エ
キ

ス
ト
ラ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「
も
っ
と
オ
ル
ガ
ン
！
」
と
題

し
た
ミ
ニ
公
演
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
同
ミ
ニ
公
演
は
、
オ

ル
ガ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
Ⅳ
や
Ⅵ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持

ち
の
人
も
入
場
で
き
ま
す
。

日
時

９
月
23
日
午
後
２
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

１
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

※
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

お
よ
び
市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
で
発
売
中

�
オ
ル
ガ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
V
��

りゅーとぴあ�

川
村
修
就
直
筆
短
歌
　
朝
顔
の
押
し
花
付

初
代
新
潟
奉
行
・
川
村
修
就

な
が
た
か

の
関
係
資
料
64
点
を
、
文
化
の

日
で
あ
る
11
月
３
日
付
け
で
、

新
潟
市
文
化
財
に
指
定
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

川
村
修
就
は
、
天
保
14
年
に

新
た
に
幕
府
領
と
な
っ
た
新
潟

町
の
初
代
奉
行
で
、
新
潟
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
を
築
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
足
か
け
10

年
に
わ
た
る
新
潟
在
任
中
、
異

国
船
に
対
す
る
海
防
の
強
化
、

砂
防
林
の
植
栽
、
物
価
の
安
定
、

町
火
消
体
制
の
整
備
な
ど
、

数
々
の
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

修
就
の
遺
品
や
文
書
類
は
子

孫
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
、
昭

和
51
年
に
ひ
孫
の
川
村
清
衛
さ

ん
（
神
奈
川
県
在
住
）
か
ら
、

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
本
市
が
寄

川
村
清
衛
さ
ん
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
64
点
。
「
川
村
修
就
直
筆

短
歌
　
朝
顔
の
押
し
花
付
」

「
脇
息

き
ょ
う
そ
く

」「
雪
汀
筆
『
盆
踊
図
』」

な
ど
の
遺
品
９
点
と
、
文
書
55

贈
を
受
け
ま
し
た
。

寄
贈
を
受
け
た
遺
品
や

文
書
類
は
、
本
市
に
と
っ

て
歴
史
上
非
常
に
価
値
が

高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
昭
和
53
年
、
59
年
、

62
年
に
新
潟
市
文
化
財
に

指
定
。
現
在
、
遺
品
39
点
、

文
書
１
５
４
３
点
が
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
指
定
が
決
ま
っ
た

の
は
、
そ
の
後
、
新
た
に

市
で
は
「
に
い
が
た
市
民
文

学
第
３
号
」
に
掲
載
す
る
挿
絵

を
募
集
し
ま
す
。

に
い
が
た
市
民
文
学
と
は
、

市
民
の
文
芸
作
品
の
発
表
の
場

と
し
て
、
小
説
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
児
童
文
学
、
随

筆
、
コ
ン
ト
の
８
部
門
の
作
品

を
募
集
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
募
集
す
る
挿
絵
は
、
に

い
が
た
市
民
文
学
の
入
賞
・
入

選
を
掲
載
す
る
作
品
集
の
各
部

門
の
巻
頭
な
ど
に
掲
載
し
ま

す
。作

品
の
採
用
が
決
ま
っ
た
人

に
は
、
作
品
集
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

応
募
上
の
注
意

①
ひ
と
り
２

点
以
内
②
規
格
は
Ａ
４
判
以
内

③
商
業
誌
な
ど
に
未
発
表
の
作

品
に
限
る
④
採
用
作
品
は
白
黒

で
掲
載

応
募
方
法

９
月
18
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
裏
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た

作
品
と
、
住
所
と
氏
名
を
記
入

し
た
は
が
き
（
選
考
結
果
通
知

用
）
を
、
〒
９
５
１
・
８
５
５

０
文
化
振
興
課
（
�
内
線
２
１

５
４
）
へ
　
※
掲
載
部
門
を
指

定
す
る
場
合
は
部
門
名
も
記

入
。
作
品
の
返
却
を
希
望
す
る

場
合
は
、
返
信
用
封
筒
と
切
手

を
同
封

に
い
が
た
市
民
文
学
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
の
締
め
切
り
は
９
月
18

日
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所

本
館
・
分
館
案
内
、
公
民
館
で

配
布
し
て
い
る
応
募
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
力
作

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課
へ

点
で
す
。

「
川
村
修
就
直
筆
短
歌
　
朝

顔
の
押
し
花
付
」
は
、
嘉
永
５

年
７
月
に
、
修
就
が
新
潟
奉
行

と
し
て
の
任
期
を
終
え
、
新
潟

か
ら
江
戸
へ
帰
る
旅
の
途
中
に

詠
ん
だ
歌
に
、
そ
の
と
き
採
取

し
た
ア
サ
ガ
オ
の
押
し
花
を
付

け
た
も
の
で
す
。
押
し
花
は
、

１
４
０
年
以
上
の
年
月
を
経
た

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
鮮
明
な
色

彩
を
保
っ
て
い
ま
す
。

「
脇
息
」
は
、
修
就
自
身
が

カ
リ
ン
の
木
で
作
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
裏
側

に
は
、
新
潟
在
任
中
に
修
就
が

詠
ん
だ
歌
「
ま
と
に
よ
る
　
ね

ふ
り
の
友
と
　
お
し
ま
つ
き

か
う
か
の
木
に
て
　
つ
く
り
こ

そ
す
れ
（
窓
の
そ
ば
に
置
い
て

あ
る
脇
息
は
、
睡
魔
の
襲
っ
た

と
き
の
私
の
大
事
な
友
と
し
て
、

香
り
の
い
い
木
で
作
っ
た
も
の

で
す
ぞ
）
」
が
、
直
筆
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。
風
流
を
愛
し
た

修
就
が
し
の
ば
れ
る
品
で
す
。

こ
れ
ら
の
遺
品
は
、
郷
土
資

料
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
課

（
�
内
線
２
２
５
２
）
へ

脇息

市消費生活センター

夏休み親子テスト教室“おやつの科学”
日時 ８月２日午後１時半～３時半
内容 おやつの糖分と着色料を調べる
対象 小学４年～６年生と保護者先着７組
申し込み あす24日から同センター
（�内線2412）へ

固定資産税（第２期）納期限は７月31日
納付には便利な口座振替のご利用を。
問い合わせ 納税課（�内線2354）へ

スポーツ健康相談（体力診断コース）
日時 ８月４・10・15・23・28日◯昼 午
後１時～２時◯夜午後６時～７時
会場 市トレーニングセンター
内容 体力測定、運動処方、ほか
参加費 300円　
申し込み 前日までに会場（月曜～金曜
日午前９時～午後９時�266-8115）へ

園芸センター 押し花講座
日時 ７月29日午後１時半～３時半
内容 押し花の作り方とエコはがき作り
定員 先着30人　参加費 1,000円
申し込み きょう23日午前９時から同
センターへ

万代音楽祭（高校生ライブ）
日時 ７月30日午前11時半～午後６時
会場 万代市民会館
問い合わせ 市青年の家（会場内�246-
7711）へ

にいがた夢海岸フェスティバル2000
日時 ７月29日午前10時半から
会場 新潟西海岸（栄小学校裏）
内容 フリーマーケット、潮干狩り、あ
さり汁の無料サービス、ほか
問い合わせ 同事務局（港湾空港課内�
内線2856）へ　※内容により開始時間
が異なります 市青年ネットワーク

御輿（みこし）の担ぎ手募集
８月７日に行われる新潟まつりの市民

みこしで御輿を担ぐ人を募集しています。
対象 高校生以上 参加費 1,000円
申し込み ８月１日までに同ネットワー
ク（万代市民会館内�246-7711）へ

信濃川をきれいにする会

クリーン作戦（一斉清掃）に参加を
日時 ７月30日午前６時～７時　※雨
天中止
集合場所 万代橋左岸、本川大橋・有明
大橋各橋詰両岸堤防、新潟大堰左岸、砂
利採石場（天野1、信濃川大橋下流右岸）、
信濃川漁協事務所（舞潟）
申し込み 当日直接各集合場所へ
問い合わせ 土木管理課（�内線2926）
へ　※ごみ袋は用意しますが、軍手・ご
みばさみなどは持参してください

西地区公民館 あかつか地域学
定員 各日先着30人　参加費 各日100円
申し込み 同館（�261-0031）へ
月　日 時　間 会　場 内　容

赤塚の自然と
産業
ハスの花取り
とオニバスの
花鑑賞

赤塚商工会

（集合場所）佐
潟水鳥・湿地
センター前

午後６時半
～９時

午前８時
～10時

７・26

８・12


